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２） 基本計画平面図及び全体整備イメージ 
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（２）植栽修景計画 

本公園での景観形成の基盤となる植栽方針について、公園への期待感を演出するパークウェイ沿道及

び公園アプローチ路、園内の各ゾーンを彩る景観演出、及び面的に連続する緑地景観を阻害する人工構

造物等の遮蔽のための植栽について、各々の考え方を整理する。 

① パークウェイ沿道の植栽 

本公園への唯一のアクセスルートとなる日本平パークウェイの沿道修景にあたっては、全区間での

計画的な整備が必要となるが、本項では公園区間（特に付け替え道路区間）について、公園区間らし

さの演出と通行車の視線誘導を視点として整理する。 

●パークウェイ駐車場区間（駿河区側） 

●パークウェイ芝生広場区間（清水区側） 

●パークウェイ日本平ホテル側植栽地 

② 公園アプローチ路の植栽 

     日本平パークウェイから公園センターゾーンへのアプローチは、当該道路からの右左折進入となる

ことから、この交差点（エントランス）から約 200ｍあまりの区間について、来園者の期待感を誘

導する植栽を行う。 

    ●公園アプローチ園路 

    ●アプローチ園路路傍法面 

③ 園地景観演出のための植栽 

     「日本平」らしさを演出する面的に連続する緑地空間を形成するための植栽整備については、かつ

ての平原の風景を想像させる芝草等による草地をベースに、日本平や有度山の風土を素材とした植栽

修景によって、有度山一体と連続する緑地景観を目標とする。 

    ●大芝生広場 

    ●芝生広場外周 

    ●平原エッジ 

●センタープラザ 

    ●丘陵斜面地 

    ●丘陵尾根 

    ●丘陵山頂部 

④ 遮蔽のための植栽 

     公園及び観光利用の上で必要となる管理サービス施設については、施設自体の形態や意匠を極力、

緑地景観を損ねないものとして計画しているが、特に駐車場については大面積の人工被覆面（舗装）

が出てくるため、特に山頂部等からの展望の妨げにならないような遮蔽のための植栽を行う。 

    ●駐車場（常設）植栽帯 

    ●仮設駐車場 

    ●駐車場間 

    ●パークウェイ公園側樹林 
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